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家族のように迎え入れてくれる 集゙い
の場 ” 理容室・美容室特集
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374

第
93
回

　人が生きる上で大切な「髪型・ヘアスタイル」
　人口 4000 人を切った北海道津別町には、髪を整えるだけではない、特別な時間を提供する理容室・美容
室があります。
　そこは、まるで家族のように迎え入れてくれる温かい空間。笑顔と会話が溢れ、地域の人々にとって " 集
いの場 " とも言える存在です。
　今回は、そんな津別町の理容室・美容室が長い時を越えて愛され続ける理由、その魅力に迫ります。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおい、北見信用金庫津別支店、
網走信用金庫津別支店に設置された「デジタルサイネージ（映像
看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべつは、
ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新

あおやま　りゅうと　さん / 平成 13 年、活汲生まれ /
JA つべつ　勤務

青
山
龍
人
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
Ｊ

Ａ
つ
べ
つ
に
勤
務
し
、
営
農
部
営
農

課
に
所
属
し
、
文
書
整
理
や
窓
口
対

応
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

活
汲
出
身
で
、
北
見
北
斗
高
校
に

進
学
し
、
部
活
動
で
は
、
山
岳
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
月
に
１
度
、

近
隣
の
山
に
登
り
、
登
頂
ス
ピ
ー
ド

や
テ
ン
ト
設
営
の
ス
キ
ル
を
競
う
大

会
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
い
た
そ

う
で
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
弘
前
大
学
理
工

学
部
電
子
情
報
工
学
科
に
進
学
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
を
中
心

に
、
パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
や
電
子
情

報
工
学
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

進
路
を
考
え
る
中
で
、
地
元
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
想
い
が
強
ま
り
、

農
業
を
支
え
る
仕
事
を
目
指
し
て
Ｊ

Ａ
つ
べ
つ
を
志
望
。

「
窓
口
に
来
る
農
家
の
方
々
の
相

談
に
一
人
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
頼
ら
れ
る
職
員
に
な
り
た
い
で

す
」
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

休
日
は
、
映
画
を
見
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。

青 春
くろーずあっぷ

さん

農家さんに頼られる職員になりたい

青山　龍人

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

～
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
～

令
和
６
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
行
っ
た
法

人
事
業
所・個
人
事
業
主
は
、給
与
を
受
け
取
っ

た
方
の
住
所
地
（
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
）

の
市
町
村
へ
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
・

個
人
別
明
細
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
す
る
際
の
注
意
点
】

提
出
す
る
際
に
は
、

・
特
別
徴
収
分

（「
特
別
徴
収
○
○
人
」と
記
載
の
紙
を
添
付
）

・
普
通
徴
収
分

（「
普
通
徴
収
○
○
人
」と
記
載
の
紙
を
添
付
）

に
分
け
て
提
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
回
の
提
出
様
式
に
は
、「
個
人
番

号
ま
た
は
法
人
番
号
」欄
の
記
入
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
記
載
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
署

か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
法
定
調
書
の
作
成
と
提

出
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

暮らしを支える

税

神奈川県出身　27 歳
町内の稲作農家の下で稲作を修行中

さん

津
別
町
に
来
て
、
３
年
近
く
の
月

日
が
経
っ
た
。
北
海
道
の
四
季
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
振
り
回
さ
れ
て
も
、
そ

の
時
に
し
か
見
れ
な
い
光
景
や
行
事

が
未
だ
に
目
新
し
く
、
楽
し
く
感
じ

て
い
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
神
奈
川
県

の
地
が
恋
し
く
な
る
か
と
思
え
ば
、

そ
う
で
も
な
い
。
我
な
が
ら
単
純
で

あ
る
。

水
田
は
季
節
ご
と
に
生
息
す
る
生

物
や
、
稲
の
成
長
に
よ
る
色
の
移
り

変
わ
り
を
た
だ
眺
め
る
だ
け
で
も
面

白
い
。
田
植
え
し
た
ば
か
り
の
水
田

の
水
面
に
反
射
す
る
空
と
山
、
苗
が

成
長
し
て
深
緑
に
染
ま
る
夏
の
水
田
、

水
田
に
流
れ
る
水
が
呼
び
寄
せ
る
種

類
豊
富
な
生
物
、
収
穫
前
の
黄
金
色

に
染
ま
っ
た
稲
の
風
景
は
と
て
も
絵

に
な
る
。
こ
れ
は
稲
作
に
勤
し
む
者

の
役
得
だ
。

季
節
は
１
年
の
間
に
こ
ん
な
に
も

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
の
に
対

し
て
、
自
分
は
３
年
近
く
経
っ
て
ま

だ
胸
の
張
れ
る
成
果
は
出
せ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
津
別
町
に
来
る
前
よ

り
も
、
心
身
共
に
辛
抱
強
く
は
な
っ

た
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
か
と
言
わ
れ

た
ら
返
す
言
葉
も
無
い
が
、
成
長
は

成
長
だ
。
た
だ
独
り
で
生
き
て
き
た

だ
け
で
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
。
つ
ま
づ
き
な
が
ら
も

努
力
す
る
自
分
を
見
て
く
れ
る
人
た

ち
の
お
陰
で
こ
こ
ま
で
来
た
。

ま
だ
ま
だ
人
生
先
は
長
い
。
駆
け

抜
け
る
よ
う
に
日
々
を
過
ご
す
の
は

自
分
に
は
難
し
い
。
だ
か
ら
代
わ
り

に
、
一
歩
一
歩
を
力
強
く
踏
み
し
め

な
が
ら
歩
み
続
け
て
行
こ
う
と
思
う
。

北海道の四季の下を歩き続けて
安部　勇人　

温
故

知
新 　いつも「温故知新」をご愛読いただきありがとうございます。

「温故知新」では長く人生を歩まれている方の人物紹介をしております。
取材が可能な方に、お心当たりがある方はお気軽に下記連絡先までご連絡ください。

電話番号：７６ー８３７４（企画係直通）
FAX：７６ー２９７６
メールアドレス：toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp

掲載候補者募集中！




